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寿ま多 く・Hau 巳1nann （1875），
DOCIerlein （／892）sCarter ，

Jone ・ ＆ R ・ ・ s （1940）
9
  ガく野 （1936 ， 1955）

4 噛 1
，松浦

（1939）
3
叺 内藤 （1953）4t’）

， 貴家 （］95」）胸
等は そ の 鯵出

頻度 を報告 して い るが，か な りの 高率で あ る．

　 瞳内 に Candida が 腐 生 的 i・r一存在す る もつ もあり，腟

内 の Ca1コd三da の 旗出を蔵ちに 膣 カ ン ジ グ症 とす る こ と

は出来 な い ・併 し Canclidn　alblcans に 関 して は Bland ，
Rako雀 ＆ Pincus （193の

3 ），　Jones ＆ Mar 耄．in （1938ア
2｝

久 保 田 （1959）
2s ）

等の 匿i内接種 の 成功 もあ り ， 現在では

そ の 病原陞llま
．一

般 に容認 され て い る．

　病 理艦 「！学 の 分野では ▽ i・ch ・W （ユ856） の 入体真菌

症 ヒ つ い て の 記 載以 来 臓器璽菌症 の報告 は 多 く， 近来 は

抗生物質の 普及 と共 に 増加 して い る が
11 ）　「・2），外陰 ・屋 力

冥 ジ ダ 痕 に 関 して の 病 理組織学的研 究 は 少 く，Adal で e

＆ H ・ sseltine （1936）：’

，
1−lesr．eltin ・ （193τ）1・・

，重騰

　（195の 58
  久保 田 （1959）細

等の報告を見 る に過 ぎ な

い ・私は カ ン ジ ダ症 を 主とす る外陰 e 腟真薗症 り 症例 をこ

つ い て 系統的 に病 埋 緕織学的検索を彳コ
こ
い ，組識内菌体及

び紹織反礁 に つ き如見を得 ， 実驗的膣 カ ン ジ ダ 症の 発生

に成功 した の でそ の 成綫の 概要を報告 す る．

　 第 2 章　外陰 ・ 腟真菌症 の 病理 組織学的所 見

　 第 1節　実驗材料並びに実驗方法

　 L 　実驗材料

　 昭 和31年 5 月 よ り昭和34年 ？月迄 の 3年 3カ 月 の 間 に

当科外来を訪 れ た患者 tt内，綴痒感を主 とす る 自覚症賦

を 訴え s 他覚的 に も腟 壁 ・外陰部 に 病 変 を有 し ， 培養に

よ り真菌 の 存在の 確認 さ れた 104例 を 実驗の 対象 と し

た．

　 こ れ ら患者の i騎 変の あ る腟 壁 汐 ト陰部の
一

部を
．
切除し

た が，腟壁の み 切 除 せ る もの 78依L 外陰の み10纏 ， 腟壁

と外陰の 兩者を切除 した もの ユ3例で ， 結局縢壁 ｝二つ い て

は91側， 外陰 に っ い て は23例 に つ い て 蛾索 しだ． ト リ コ

モ ナ ス 榁炎の 14例に っ い て も腟壁の 切 除 を行い 対照 と し

た。

　 2。 実驗方法

　 （1）　圃定 e 染色

　切除せ る組織片は直ちに 10％ホ ル マ リン で固建 し s 型

の如 く脱永 パ゚ ラ フ ィ ン 總埋 薄゚切後 に染色 1，　ii
’
アつ た。

　染色は ヘ マ トキ シ リン ・エ オ ジ ン 蝋 豈誓 （以 ド買 E 染色

とr略す），
Goodpasture 染色 （McCallu鵬 の 変法，以 下

グ ラ ム 染色 と略す ）及び過沃素酸 eSchiff 染色
，31

（以
．
下

PAS 染色 と略す
’
） の 三染色法を全症

・
齦 く 行 つ P・1−．

　（2） 真菌 の 分 離
t

同定

　腟 内容 よ りの 真菌分 離 に は Sabouraud ブ ドウ精寒天

登用い ， 真薩の 同定は Martin −」・nes 等の 方 脚
・） s4 ］

に
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65S− 42 外 陰 ・膿 真τ一if 主 と し て カ ソ ジ ダ ヅ1の

　 　 　 　 　 c）

從つ た が ，
こ の 方法で同定不Ub の イ朱‘こ 絃 L 。dder　v 細

R 浄
1〕

の 方法 訌 併月］した ．

　霈 2　1i 実禄 材料の 臣 床所見

　 2。　 、a 令

　 104煎 一）年告 分布ヒ認 O才代60例 （57．T％），
30才 fk2a．例

（2T．9％），40才代 7 例（6．T％），50才以 上 6例 （5・8％）・

19才 2 例 （エ。9％） で．tai　ti年令 は 82才であ つ ［
一
…

　 2n 季 f、、．

　儉査対穿セ四 季 に 分ける と

昼季 （3 月〜5 月）

．夏1−’一（6月〜8 月）

秋季 （9月〜11月）

冬Zll （12月〜 eri
月）

30イ歹叮　（28。8％）

341刈 （32．7％）

29洌 （2匹 9％）

ヱ1例 〔IU。6％）

と な り， 冬季に は少かつ た が ， 春，夏，秋 季ら 匠ユ ．は顯

ゴの 差 、く， 夏ぞ 二 稍 ミ多 か っ た。

　3b 妊娠 の 合併及び経亙囘致

　妊妬 こ合仏 tl
一
る もの 29制 （飾 9％ ） で あ ソ・」　

’
tJl
’
5 カ

月以前の もの が 孟2例 と大多数を占め た tf 宵婦は ε3｛1，

継郵 、 ∫ま65例 で あ り，終産『
・1病 ま 1 目 ヱユ 〔1列 （て？・7

％），21覇経 嶂二15｛夕亅〔23．　9彡），8i［羣9 イ．
　Ll（13◎呂％），9 囘以

上 10例 （1  4％）で未瘴婦及び 1 「葛経差舜 が多かつ た ・

　4．　 ト リ コ モ ナ ス リ 合併

　亠、L と共」＿，主戔、AJ、こ ト リ コ モ ナ ス 　併存二し〆こもの 1’t：6例

あ つ た．

　 5e　 肉 「又的厂丁只J

　腔内容 M。IJi
’・破 碎性 ・粒子 ・、誤 亮 嘛 に掃 ゆ も

の 多 く6醐 （57。T％） に 見ら・τ，
33汐／J （鵬 ％） で雄

二 に 尤 赤 鮒 め た 双 】騰 酬 1鳳 加 苔 の 附 L 鈴 例

（8。T％ ） に
嘆
　うた ・

　外陰 『蓐に   内変 の及んだもつ 彡 く，発赤 を62囲 （50。5

％）　　L ，　浮Hぼ呑：2S・｛歹1　（26。9％），ギ d　亅也 1T　」ッ　bF　（1603％），・受

軟 を 参例 （8．　・t％ ） に認 轟 そ の 他色論 无石 肥゚ ジけ・gs

裂
’経廈 ・善苔

・
苔 旦二1 上等も見 ら、」誅 ：。外陰 に 変化 ）穴

か つ た も の は 雛 四 （19．2％）であつ た ・

　 6。　 臣、「、、床的菊遺

　自覚症 fノ つ程度及び r1舶勺所見 よ ，区分 し て 軽証 乙み

え た もの も 30例 （28 。S％ ）あ っ 辷 力  25例 （2Zl．O％）で

は 療痒撫 漁く酒 変   撒 し い もの でめ つ た・

　 自覚症獣の 発来転 ふ ↑生の もの ブ 多 く，

tl
「
（例 （45。2％ ）

では 1 遊 1， 以 内であっ た が， 6 ヵ 月以 上 の 慢性 の 経廻 ウ

とつ lcもの も18例 （17．3％）あつ に ・

　 7、　分離真区の 】［1定

　 檢出菌 を 同 定 し た 91例 の 結果は Candid 　a　 albicans

1　　 あ 」「｝縮りD 置 日leS1 筒．⊥2卷 5 号

（以下 C、al ，，ど ［tt，す）
’rs例 （85謹％），

To ：ulopsis 　gla−

b・ at 踊 ・
1刈 （，5．5％），　G，　t・。pi・ ali ・ 2樋 （ 2・2％）で

あ り， 」 、 C．　alb ．と T 、91abrata の ，AL ．」：る も の 5

例及び C。Krursei と C ・alb ・の 混合 せ る もの 1 測 が あ

つ た。結局 c．　alb ．は84例 （鉱 溺 ）に ，∵ 3 篇 ・ a ・a

ほ 10イ列 （11．o％ ）　 検出 した ・

　 8．治　療

　活療 韋一迂 完し た しの 〔：87例であつ た．主 と して ト リゴ

マ イ シ ン 腔鉦 欠 び ナ イ ス タ チ ン 腟鉦 （酌 JIした カ  治源

　 ｝
こ り丿d−，vT；の 改為 の 速 か な もの tJ く59冽 （謂 ・8％）は 巻

冂 沿療込 ｝．．癌痒感1叡 lr〕失 し，1目 1の 后 譜 も 1 〜 2 囘の ？
・
i．．
尸

ttJ、ご1奪ド  とな る も の が 大多数で あ つ 冫こ ．併 レイ」幼 惹抗か

ご丿想の 使用に も拘 らずiし、，も誼ガ とれず，3こ」
，−」こが 長期間

陽 Lヒに 緒 続 した治療困雌 な例 も野 例 （19・8％）あつ た ・

1：1昏源中止 後 53例 に つ い て 菌 の 再出莞 の イ．，「こ訟 櫨 し 得 ∫二．

が ， 半裁の 27例で軟 垢 轟に よつ て もゴ 以出 され な か つ

〜が ／t26伺 で は1ゴほ 再び出現 し才山

　 磐 3節　実 駿 典頑

　 ：1．D 　紅II炎内　i夏黍

　　（1）　檢 山
否

乏

　　：i餌 躯 　コ 対．
7

つ中で…v⊥ 凶 L 百：III 臥 こ多数尤．

　F
しえ　 ） （以 下ム 洋 とLISす ） は ∬〕例，少 t．A 、．．」 1体 を．認

めたもの （以 下 B 　 −rliす ），よ 暫刈で b：）一， ：D　 L』，、ま膣

』 に見られ る；
嚇

多 く，タト陰 口llで は A 焉　 1Fl 丿つ ノこに

｝こごな ん
、つ tt。

　 小lr漏 險出
r百』芝レ A ，1．r− ｛1，6％ ，　B 群 6」 ％，　 A 十 B 騨

動 語 ％ ＿　こ・）．

　　（2）　1L 舞内 ll気兀f．一、、

　 凪，凝内で／t −
1の 存：在 は粁1族上 I」 ズ l　 I．・4t．六 』で s

∫
’
化 1 叉 に、∫．貝 膚 二弧 ， れ 有棘細 七　以

一
；1，．2入す る こ

　と ト な 冫 ・　　 （J！、5） 

　　冠 動 I」　、9　111　 i、不 右 し 切片全体 に 二i：、訶　＿｝ うつ カ 

一
般 ，小 t，JLI、認 め ら

’
1、　1’こカ ノ く，プ L 人・− 1 厂 ifU除

月∠）rlコ
・
ご ・ 「 な父 ♪ で 切 ドで 踊 イ体 の 歩

匚
「
｝と誼 よい e二と

　も の る．

　 組 1糞肖で戸国 は コ咆及 び 働 」ゴ糸の 状感 でtl、在 し s 多 く

　の 」
勿 合囚亅ヨが 混在す るが ，俘巨糸の みで ず胞 ）見出さ れ

　な い こ と も あ る。芽胞 ＿ゲ ［1糸の 比 率し．症例、一よ っ て異

　 な る。

　　矛胞1ご故在 して 見 られ る事 が 多い が ， 小 1
ノ猷 をtt．す こ

　ともあ り， 時 に 分芽中の 胞 」
一
も見られ る。

　　僞口糸 も 淑 在 す る こ と が多 い が，多 タ刄ノ1添 ゆ か た ま

　っ て 見 られ る こ とも あ る。菌糸は鞠膜叉は皮属 の 表政に

N 工工
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　　昭 示月35タ「4 月　1　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長

　　対 睡 直に 侵入 し ， 殊に鑞 の齢 を認め る 時鰍 そ の

　　傾向襁 い が 灰 鋳 ％ ・ と蕨 面 耐 醵 ぼ 水靴

　　存在するこ とも効 ・瞳 の 少い と隷 はこ の 傾醗 と

　　瞳 す か つ た ・菌糸が侵入 し鵜 ノこか の如 き形：，M．e とる

　　こ ともあつ た （写真 6）。

　　 以上 の Lf体を多数見出 した もの の 勉に少数 の 芽胞叉 は

　嫡 糸融 例に認め た ・こ の YYdで臈 体嗽 砂 く、

　切牌 に 2
・ 3齔 ・ら 7 ， 瞞 嫉 に過 ぎ な か つ た ．

　　　（3） 臨床艨

　　組織内に 多数の 菌体 を認 め た A 群憩例の 臨床像 に つ い

　
て み る と ， 年令は2工才乃 tL42才で年令分布 に特異 な こ と

　な く， 妊娠 に合併したもの は 1 夢‘で，妊娠 4 カ 月であっ

　た．黍節 と して は夏幸 （5例），秋季i （3例） の もの が多

　
か つ た カ  冬季の もの も 工例あつ た。症状の 発来は 3例
が 慢性 の 経・壁 とつ た が ・ 働 7例 は 急性 に 来紬 の で

　あ つ た．臨床所見 よ り重症 又 ほ稍 く重症 と考えた もの が

多 く 6＆9で あ つ た が ・ む し ろ觀 と し舳 唖 綱 あ つ

た ・い ず漉 腟内容 ｝激 眺 略 徴白勺舗 の で効 ．農，」
s”　e 外陰部に発欝 翻 め r・・D・

’
， 蝴 で器 呶 鮒 陰

　に 菌苔を認めた。腟内檢出菌の 同定結果は全 て C ．alb ．

　であつ た ．治療 を行つ た 9例で は治療 に 困難を感 じた も

の 蝴 と多 か つ た が・他の 5 舶 ま緜 賂 易 で あ っ

た・治鰰 止後齢 融 現 騒 た 翻 ま 醐 収 例で，
　2 例に は 衛 の再出現はな か つ 皮L ．

　　躍 卿 例では年令は25〜37才で． こ の総 冬季の も

　
の が 多 く 3例 あ り ・ 呑季 2例 ， 夏 ・

秋黍各 1 側 で あ つ

7a ．自覚蹴 の持勧 長か っ た もの 1・rk　3例 ．
　i“、i」Ft｝／，

t（1発来
せ る もの は 4例で，臨 床的 に は 玉症 と考 え た もの も 2 例
あ っ た が・醗 も潮 あ つ た．昭 でも］」：　

”
6 　a・　i忍め 師

多 く 3例親 られ謹 内檢出亂 まqalb ，蜊 ，
　T ，91。−

brata
　2例で他 の ユ例は こ の rTJX’の批合に よ る もの であ

つ た ・離 冲 止 後i胸 融 現鮪 鮫 檢 した   は 潮
の み であつ た が ． い ずれ も再出耳ilよな か つ た。

　　（4）　グ ヲ ム 陽性顆位

　芽胞 と謂 叮に こ れ釣 小形の 方 ム 』性し染粥 繊
腿 ・・ 朏 す こ と続 る・腟壁91俵甘中19例 （2。。9％） に

見 られたが ， こ の 7，，s粒は 粘膜上 皮の 表1畠 こ浮腫の 強 い と

、き又 は 浮腫 の あ る所に見 られ易 く， 形は 円形で ， 大 き さ

は鰍 の   紡 芽胞 の 糟 齣 もの が 多 く， 鞠 と同
様に靴 肱 の み 存在 し

一
敵 疑 ・・数夥 い （写湘 ，

10）．

グ ラ瑛 色で驪 峨 轢 るが ， 時に淡染レ 瑰 染

色では へ 卦 キ シ リン に淡 く勦 ， 鉱 S 艶 で は 殉

峰 6瓠 一43

蒙
　 （a ） 感 染菊 巳腎内病蘂

　
C，alb ・の 家兎靜脈内接種に よつ て 生 じ た 晋内病集

鋤

の 淋 頒 饑 麟 る と揃 纏 ・芽胞 を暢 畷 多 く

飆 し得 る点で b・’ VAS 染色 がM・も｛E ．して い た ．グ ラ ム

ゴ
ー

ゲ ン 顆粒の た め に存在 の 不 明の こ とも多 い が sPA

S馳 と云 う駒 蝕 饅 し碗 陵 ヘ マ ｝キ シ リン に

染 る 勧 夥 い ・そ の 他 の 難 で い チ レ 而 艶 晴
包 ギム 鐃 色で購 色乃 硝 紫包 チ オ ニ 燦 色鳶
濃艶 脛 濃馳 ア ザ ン 雑 では 、ゴ1駿 幅 つ た覗
燥 り・ PA 腰 色鱗 い て 全て 菌 P．1・・E・t司様鰈 色1整
示 した。

本鮒 畴 在す砺 飲 貅 の慰 iさ れ る ezE 多 く，
9例 （4T・4％ ）で は菌体 と共 に 見 ら2・底 。

　 （5）　菌体染色法の 比較

今賺 索 せ る 全励 に つ い て HE
， グ ラ 馬 PAS の

鑠 色灘 跚 した が ・ ait ら を臆 1す る と （勦 表），
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染 ユ 法 の ヱLI ．芝
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染熊 よ つ て も菌は歟 に飆 され，た が ， P 韜 鮑 。

欺 て ・ 朏 餉 畷 眇 い ．H ・ 染 ．一鯲 て 噛 臆

麟 色 に 勦 そ の 存在糊 る が 明瞭で隠 い ．

　 （b）　臣气床症伊旺

麻 簾 於 て も 堰 唹 繊 隊 兎炉隅 於嶋 胴
様 礫 艇 葱 した が・PAS 躯 で｝孅 上 戴 多 く

存在す る 遡 コ ザ ン の た 既 飆 ・ 囲 慢 離 る 輌

硫 つ た・方 蝶 色
一
（r
’
・jlか 編 妨 掘 な くr

・『
醗 見

懿 易であつ た が ・ r・］一部酸 り朏 され る琳 の 総

琺 S 絶 に よ 競 の 眦 軌 て 少 い こ と も多 かつ た．
HE 艶 に よつ て ’

・
．　−eo ＃tso予知蹶 ・・，症例 移 か つ
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偽謡鎚誌墨芒墨 1『観・詞
　　　　　　打

．’
、内 ： パ 』一ゼ ソ ト

た が確実では 九い （写 真 7 ・ 8）・

　2。　魁紙反P
’
う

　 （1） 腟　壁

曜 9婀 の 組織雁 睇 2却 示 した が・粘膜上皮で

は
．
戦 暁 の 酷 めき。皮 肥 魘 6咽 幡 3％）に ・ 不 全

角化 を59例 （64．8％） に 融 め た ．粘脹下層の 細惣浸澗 は

28例 （30．マ％ ）では強度をこ， 34洌 （3τ・4％ ）ではじ1‘．・戊

に，2喇 （31。8％） に 渡 叫 謀め た が 細 鹹 潤 の 慮 凱

な り た もの は ジ か つ た ．こ 酬 ∬胞浸澗 1，S．S とし て 膨

細 泡 よ り成り，時に多核自血 長及び形亘 ．田胞 を混 じた・

畷 列 （48．4％ ）で は 紳 仁価〜潤人 の 形成 が見られ ， 浸 II訶は

乳 」部 に強 く血管周円 二認め る こ と も多 い ．細胞浸剥 は

兀 に 粘膜．E皮 二 も及び ，
　T7例 （84・7％）では hユ株’躙 1〔

1こ 兄 られ 22例 （24 。2％）で は到ミ｝こ Jdlか っ ！ご。上 ↓ごごミ居 に

迄 鋼 歌 ぶ こ と 筋 り蹄 1鵬 ・6％）靦 られ ・ 1M

でほ 多核 凵 血球 を 主 とす る 弘い 紅胞浸潤 ごあっ た 。

　 ilU胞浸潤 と共に 浮腫 を 認め る こ と夕 く，粘」莫 ド厂1で 1よ

8瑚 （89．1％）親 られ た ・｝
・1，澗 皇鷓 旺 誰 鋤 ≧い 所

し蝶に強 ひ つ え e 粁 1
’
遒上 皮でlk有諌飆胞尾及 び 尺聯 胴一

丿。
，鰍 α3．6％）、茄 れた 汎 蝋 と・剛 嬢 肥

・
義 説 る こ と多 く 5鋼 齢 3％）観 猟 ・ 内 1副

（15．1％）で ｝こ、広 二 強 くプコ化雇の みで な くオ1 ．よ細馳厚、二

迄及んで い 、こ （写！．s 　L4）・

　1ド」膜 下J．」の JCtil 張 ・記血 は V3例 （80・3％） に 月 ち

れ e 乳頭部の 血瞥
−
窪 張 ・充 血 が顯苫 二 見られ る もの ガ 多

、〉つ た．小髄 恥 作紬 の 。 ユ1例 あ つ た （願 11・

12，14）．

　 （2） タト 陰

鰍 ．麟 1つ ．1⊥ ほ 巴 諞 厳 の 儀も こ 腱 麟 の

も の と比 交す う と，弐皮肥掌は多 く豚 ぼ 全解 こ 見 られ，

不全角fLこ一伴 うこ とtt多い 。哀皮の 評胞浸ミ巴よ腟畦の
職

〈
と剛 で，網胞 設胸 を欠 くもの は λ へ つ た が，交反 内

h 駕 の及ぶ こ と 似 課 鞭 ・⊃もの 砂 かつ た・併

阪 ，談 面 ．一麟 短 ・繊 コ血工は 戯 る廠 酢 る こ ・

i　
1
＞
ザ
　
’
こ s
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セ ソ ト

斐 の も の が多い 。表 皮 内の 浮腫も同漾で ， 殊 ｝二二簾 ユ疑こ 見

ら i，tft様な麦贋 の 強い 浮腫は全 く見 ら れ な かつ た C5：真

！l3）．

　 （3）　組識内 に薗体 を認 め る症例 の 姐織 反應

　組識内に 菌体を認めた症例 に特 に 顯著 の もの は な く，

上 皮表層の 浮腫を認め るこ と が 多い 程度 で あ つ た が・菌

体 は浮 』重性 1こ なっ た上 皮内に 見 られ る こ とが多かっ た。

掴
一

切片で蒔の 存否に 拘らず細砲浸潤 が 同程度である こ

ともあり， 菌の 存在す る附近 で 反應の 強 くな つ て い る こ

ともあ るが ，菌 の 侵入 部で か え つ て 反 憲 の 弱 くな つ て い

る もの も あ る．上 皮内に 細胞浸潤 の 認 め られ ろ場 合でも

有鯨細胞層に 多 く， 菌の 侵入 し て い る角化層に迄及 び s

蔭 き：囲続 づ
』
る様 な像は 見 られ な か つ た ・

　 （4）　 ト リコ モ ナ ス 腟 炎

　対照 と して 檢索 した ト v ： モ ナ ス 1益炎1酬 でも表皮肥

厚 。不 全 角 1ヒ・組胞浸潤 ・浮墜
ム

拳真茵性慳炎｝こ見 られ た

の と同様で ， 扇 者 に 特異的 な 病変ぱ 老：く， 組楡庚慝 よ り

誠別 す る こ とは 出来な か っ た．た だ ト リ コ モ ナ ス 1強炎 に

於て は糊 莫
一
ド層の1｝旧胞浸潤 ン）強い もの が多か つ た （鄭

表）．

　 某菌 と共 に 1・リコ
tt”

ナ ス の 併存した 7洌ではむ し ろ 組

織 反應 の 軒度 の もの が 多 かつ た・

　　（5）　臨広像と組織 反雄i

　 踊床的に重症 と考えた症例 ｝ご：組織灰慫 も強 い も の が 多

　か つ た が s 軽症 と考 え た もの で も組織反態1よ強 い もの も

あ つ た．自 覚症 伏澹来の 急激であ つ た もの で！よ炎症浦状

の 強い も の が 多 く， 細庖浸潤 ・浮瞳 も強度 の も の が 多

く s 自覚症状 の 長期1嗣諦 ・iした もの で は 炎症症状 ぐ・弱い

　もの が 多 か つ た が，表皮 の 変化は後者に稍 ζ多 く見られ

　た 。

　 妊婦に於て は細惣浸潤が多い 飆度で特異な もの は な か

つ た が，出じlh策を作 る こ 〜」は 多 く，粘朕下層 に出 重覧寞 磐

認め た もの が 7倒 （触 ほ ％）で非妊娠 〔二域 例 （1認 ％）

に 比校 して 高率であつ た。46才以上 2）「三；年耆 翁 ¢
7
：iの 組系：

反慰は軽度の もの が 多 か つ た が ， 強 い 戻縦 を 示 した もの

もあ つ た。

　第 4 節　考　按

　腟内よ りの C ξ獄 d三cla の 鍬畠率に つ い て 」二’穀告は 多

ぐ
岡 36 圃 し2）L・’），檢日ゴ率は 2 〜35％ に 亙 る が2G〜3D％ と高

率 に 旗出した 帳1「iが多 い e こ の 様 に 高翆 こ 強出ご れ る 中

〔（二は
’
羣に Candida 力豊慧内 に腐生杓に存在づ

’
る こ ともあ

り ，
こ れと外陰

・膣 カ ン ジ ダ 症 とを 区獅 す る と ＝ は必 ず

し も容易でなく， 内藤 （1髄 3）
tC〕

は 痰 車感 を，　Ca 抗 うr，

」・ncr．＆ Ross （194e）の
｝じ：特徴的腟内容 ，

　He 且 riks ・塑 et

a1 （廴95の
L ）

操 特微ご［鯛室内容 と：驚口蔗蒜白；狂を カ ン ジ ダ

漲診断 の 奥 準 と して い る 。

　私は外陰 ・膣貞菌症 IZ 鉛 4弼に つ い て 掬理 粗援学的：ど・

儉 1卜」た 加 え た が，対象と した症例は 年
・1｝　“季如 に っ い て

は 従来 の 報告に ぽ ぼ
一
致し性噛熟馴 に 多 く， 冬ll：」に少か

つ た ．ただ妊娠に合併した 症例は 少か つ た ・極 く
一

部 ¢

症洌益除き長痔 感強 く， 靨内容は特有 な 粥 伏輒 皮碎性 爵

粒子吠の もの で ， 腿韮 に発赤 ‘三伴 うもの 多 く， 11｛fに菌書．

キ認 め ， タト陰部 に も発赤 。 浮腫 。 濕潤等を 認め ・
1
こもの こ｛

多 か つ た。

　 脚 蹟 り分 離 さ れ た真茵1よ艇来 の 提 訓 ・知 G 謡 b・

が 最 も多 か つ た が，c ．・trspicalis 及が c ・K ・
1
：・。三 もポ

数 に 認め ，

’
ror ｛エIG鯉 s　g毎 brata 鋤 1こ償 く 多 くUll独に ／t’

は C ．alb ．と混合 して 匳出 レた，Ca 螂 ida 暴 の 内 カ ン シ

　ダ爺 の 庄状 を 示す も の は 主 1こ C ．alb ．で あ る と さ乳，オ

　野等
く

搬よ症状 き二伴 うもり の 中で C ・2．lb・の 占め ろ比 率眞

症朕を欠くもの よ り高い こ とを辿ぺ て い るが ， 今巨！の 鱠

　査例でも C．alb ．は92識 ％を占め て い た・C ・alb ・ヒ 次ミ〆、
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6，5・9− i6 外 撫 腟 蕉 紬 ，主 ・ し て カ ン ジ ダ 症 の 病 理 組 繊 学 的研 究

　で多 く見 られ た T 。glabr就 a にっ い て は 水野等（1906）1［），

　辻 （1959）G：）
が 詳細に 根欝 し て尻 り，そ ¢ i畴原性 に vt

）い て

　は F・1： cl ｛ ＆ 1
’
圭曲 er （1931〜）

「
）

，　Fer 盆 audez （19謝
・・）

力鶚動

　物を月ゴい て 毒性 亀 証 i月して い る。

　 治療 に は 近来抗 か び 抗生 物質が 使 目され
・ ・：4｛）s・｝，］［1 で

　も ト リコ マ イ シ ン
娚

及 び ナ イ ス タ テ ン
i’；

が ：「り刀され て い

　る
4
冂
  私も主 と して こ れ らの 抗 生 物亘を侠 μ」したが ， 治

療 に 匪ヨ難 の も の は 少 く、 大部分は治療 i）U拾 と共 に 自 ・地

覚症｝レこは速か に 改 £Ll
』
され 烹．

　 灘 ち今 両実臉対 象 と した 症倒1ご憎 堂遠ぎ三す る外1陰・隧

真菌症 と か け離オしで もの で1・Sな か っ た 。

　 真薩泛 の 病理競織学的研究 の 1コ・！勺は 蒲 髄乏）組畿 1烈邑｝の

犯握と共に 組織内で曙）美薩の 発見であ り，病 埋 学的 に真

菌症 と断定す る第 1峰骨 は真菌 の 紅繊内訟出であ る
／’　’＞b

　 久保 田 （コ959）
zの

ほ Ca・　nd 　ldaの 細 読内侵 入像 を 弄忍め

ず ，C 默 d三cla の 侵入 セづ1少 い として
，口 る オ雪

， 私の 1蟹 刎

の 歓秦 でほ 10伍 に 多数 の 菌体を ， 史 ：こ
トr椀では少数であ

る がじ口らか に菌体を見出 し，そ の頻熨は16議 ％ で あ つ

た ・今同 の ！僉索｝よ病変の ある 部分 こ えらん だ とは 云 え ，

1 健所 よ り撮取 した 小 切除片 に つ い て 繊素しP
’
こに遇 ぎ な

い の で ， 腟壁叉ほ外陰全体 に つ い て 見‘Lば こ の 頻度 セヨ1更
に商ま る もの と思われ る。

　組黻内冥菌 の 染色 法 に ほ 多 くの 種類が あ り
・’瑚 9

， 中
で も 3）AS 染色

33 ）
は大多数 の 真τ

「
．1薩 に∫又も好適なもの と

され
り

刊 こ の 方法の 優秀 さ を 認 め た 鞭瞥が 多 い
2隅 3凋 鋤 ．

私は こ の ？ AS 染色 と HE 染色及 び グ シ ム 染色 の 3法

を 全症 汐1：に 施行 した が ， 家兎腎内病藁の 菌休諭黒 と最 も

す ぐれて い た PAS 染色 も夕殴 ・
駐 〔齢 ；り 闘 鰈 ε、法

として ほ最優秀とは云 え な か っ た。こ れに 嚢 皮殊 に 藤 粘

膜 に ほ 2A8 」場性 に 染 る グ リ コ ーゲ ン が 多 駐 に 存在す

る
S）IC ）

’
3／IT 〕32 ） ”°）

た め に 菌休の 載別 が 困叢 とな るた め であ

る・こ れ に 更しグ ラ ム 染色で は か か る動筈註彡，へ な く，弱

籏大ですで に鼠体 の 亦在の 判 る こ とが 多 く，芽胞 が 1 属

孤立す る場合 ：こ も鉦
「
逃 す こ とは な い e 併 しグ ラ人 染色で

染出 され る菌体の 数は PAS 染色．1： り少い ⊂ とが 多 か つ

；’Enが・三 宅 『阜
37
協 純繊 切 1；

』
で 見 る ・XC　1・il憤 グ ラ ム 不定 の

場合が 多い と して い 嶺 外陰 崎 三二
：］：傷毒塵 ｝病理組⊥縊学lh勺

檢索 に 拭 i， A8 東色の み で な くグ ラム 染 巳 記施行ナ ベ き

もの と考え る。

　紅織内で真耐は僞荷 糸戊 び 才胞 の 形で児 られたが，せ

の 存在ぽ上皮の角化屠 に 限 られせ 省、∴ り湊 く侵入 」
’
る こ

とはな かつ た・⊂ れ は G・alb ・及 び せ の 他の 皮膚真薩症

に つ い て K10P 訊 σck （1925）
7’；

s　 Blbcrstdn （1929）
s、
，

日産 幸弓鳶志12卷 5 号
一

HaUfer ＆ Rotllman　G950）］［’）
， 塙 ・永井 （191T）・・〕

，
商 杉 （ユ918）6

馬 樋 口 （1938）
1

鴨　小 原 （1e・12）s ・）

， 大応

　α 957）；s］
P 高僑 （」957メo）

等が 蔚体は角質に存在 し頴粒

屑 に 池す る⊂ とは 少 い と報告 して い る こ とに
→

致ナ る．

　 紲織内 に 菌体 を見 出す 症例 は C ・alb ，によ る こ とが 多

　く・殊 に菌体 の 多数見出され たA 群で は 全 て C ．alb ．に

起因す る もの であつ た e 併し歯体を少数見出した B 群り

巨12 例：伐 T ・glabrata，1例1ま T 、　glabrata と C．　alb ．

の 混合 1蠧 る もの であ り，
T ．　glabrata も少数であ る が

組織内｛
噛
二侵入 す る ⊂ とを知 つ た。

　 こ れ ら こ）Tl｛1体 とは 別 に グ ラ ム 陽性 に染 る顆粒を見出す

もの も多 か っ た が ． 染色性が荷体と同 じであ ／Js 存在す

る 部位が芽胞 と同 じ く角化層に限られ芽抱 と共 に見出す

こ と も多い こ とか ら菌体 に 閔係あ る tftの と思われ た が ，

從来 つ 報 葛 と もか か る 顆粒の 記TL．4＞はな く本態ぽ不 叨であ

る。

　菌体を組織内 に見出した 症例では 臨 床症状 も強 い もの

が多 か つ た が， 1例で は す，し ろ鮮症 と考えた もの であ つ

た 。肉「艮的所見の 中で真薗の 組織内侵入と最 も関係深 い

もの は 歴 壁 ズ｝ま外陰部に認め ら れ た 菌 苔で あ りs 檢索せ

る 全症例 の Ii噛 苔亀 明瞭に 認 め た も の は 9例であっ た

が s そ の 中 4例はA 群 に協し ， 3例｝よB 群 の もの で，菌

苔 を認ゆなが ら葭休 の 組織内侵入 を認め な か っ た も の は

2例に 過ぎなか っ た。菌体 ¢）組織内に 侵入 して い る 症例

｝ま治療 の 困難の もの も多かっ た が，容易 に治應 した 症例
毛 少くない e こ れ は 菌依の 存在 が表層に限られ る た め と

思われ る日

　菌体 の 存在以外 に見られ た粗織反鷹 に は貞菌症 に特有
の もの は 六 く， 対照 として 採取 した ト リコ モ ナ ス 腟炎 と

区別づ
1
る こ とほ 出来 な か つ た。Adaire ＆ Hesse 工ti1ユe

（IS36）
2
憶 糸状菌 に よ る 胚炎 色腟 壁 よ り得 られ た 材料

か ら他の 腟炎と区別す る こ とは 困難で あ る と 述べ て 居
り・

Per ！ et　a1 （工956♪
”t）

｝ま ト リ コ モ ナ ス 】室炎の 腟 bio．

psy で ワン パ 球及び 形質細胞 よ りな る浸潤 を 報告 し て

い るが 今囘檢索せ る症 例 に 於て も同様で あ つ たe 鮫島

（工95  ：5，，
は 健鵬皮膚 に 1’ま常 に軽度 ¢ ）馴胞浸潤 が み られ

る とし て い るが ，私 の 臉素 例 で も細胞浸潤の 軽度 の もの

も あ つ た が，正 常膣壁に 見 ら薯τる もの とは 異 な 融 度の

もの が 多 かっ た，併 し重松 （195・1）
5S ）

の 報 じ た症例 の 如

き皮膤の 破壌性変化 を 来 た し た も の は な か つ た。

　　　　 第 3 章 実験的腟 カ ン ジダ症

第 1 節　藤 粘膜内接種

1。 実 強方法

Sabodraud ブ ドウ糖寒天 に 3？℃ 2 「ユ聞培養 レ た C．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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’a穹gn35乍 4 月 1 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 長

　　　　　　　　第 5
《 　渥 K凹喚内援 艇

墜鍵 鋸
alb （脳 樋 翻 級 び 却 琶大学耳鱗 継 細 刑
谿 歌 1株）の a〜3・暖 生験 塩」・ ・．ユccに 礪 し
て 凝 購 蹴 載 く籬 した （第 5 表）．

　 2・ 実驗成績

鞭 哩 陬 腋 瑯 に効 翻 で あ
’
， r。bN　2 〜3H

で 乳 白 色 の膿易を形成 し周囮の 発赤著 し く， 4MH 頃 ti、
躰 の 膿駄 厳 し ・　 MFgcD」itF．fs　imide少し， 6 匚職 砿

膿瘍消失 し発赤 酷 媛 圃 脳 載 した．

　 病理 組犠学酌所見

擁 の 5 磯 で嗾 瀦 蠍 獅 り．・ kJMI・C 彫 縄
關 蝿゚ 麒 舳 ・驅 乱 く， ・i・に踊 覘 るが ，

τ暾 で は 髄 部に玻 の 嬾 茄 も組敞 鴨 轍 と
な る・膿黼 多灘 戯 剃 跏 ∫ひ 舳 蹶 ぴ切 残
勁 詢 励 冲 嫡 驚 蠍 朏 虻 と も あ るが，　 ts
の 駟 鵬 へ 媛 入像睨 褫 な ）J ・つ た （写真i ）e

　　　　　　　　 写 　　 吉
ヤ
　　 ユ

　　　接 邸 ・ 牛 し 鵡 頒 5 而 ） （HE 姓 ，
　　　 8 × 10）

第 漁 掻傷へ の接種

　1・ 突鹸方法

小麗 嫁 殲 戳 軟 跏 ず る概 ・ 掻齔 勧 ，

3「℃ 2 喇 髏 した C ・lb （脳 分 鬲肌 痴 畭 連
3 ヱ ー

ゼ 塗抹 した。

2・ 実驗成績

腟内容は接種の 翌 日 ／ り灰白色藤液鬥で増二 し， 在壁

峰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　655− 47

崎 飄 で発赤 した が ・ 2mn ・ ．x 灰離 第 畿 作

　り 3 口厂1ヒ ば ヴ1台が 増大 した。

　　肉瞑的所見

　鞭 明 暇 臨 殺 した か ・励 下．鯰 錬 ・
加 レ 1、

指獻 鯏 麺 ・離 で 1魍 レ ・ 騒 説 〜2 腱 入 pss
に近噺 現 ｝鳰   燬 を細 1庭墹 く酷 レ ，、1r
不 ・威 励 漣 ∫眠 既 窃 つ 威 旗 2 ）．

　 啀オ∫望但鶏 学 ・白所 見

触 焔 当 し移 核噸 恥 騨 ・鞄 抽 鵬 撫
初 懺 1胤 嫡 し・舳 に 鍬 匚鵬 混 と勝 。
版 潤観 る こ の 触 の 髄 の 腔鞭 で 磁 1

貯 の 多
舶 醂 灘 F1脚 ／

dj　．・喊 る繝 鋤 閏・
浮恥 著田iで

あ つ た ・励 r ∴ ・コ鱒 槻 さ・τ輔 匠   も鈷 、

か 調 断 職
尸’

馴 轄 1勘 恥 つ た （写只 3 ）．

　　　　　　　　 写 　　真　　 2

・　 寸，
r い

　　　 　。　　　　
・

E

・

難 靉
　　 家 死峨 ・蔽 咽 乾1戻

　　　　　　　　寛 　　真　　 3

　　　触 頑
「
錠 鼠 由 玖 色， 8 《 1。）

第 3∫ミい 柄 ．・，・ヌ、

ユー 魄 こ箏範 へ Dpt 〜砥

（ユ）　実駝乃 r去

Sab ° u 「a ・d 轍
’

… ℃ … 腰 ，：し 入 ・ 。 ・・ 鑪
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奪驚 一4呂
列
「ft凹レ ．川1

．1
　・

一段 し て 力 帰 触 の 嶺
「
二細 縛 冊 究

着づ〕・離線 （森醤 株） 斗をプ ヲ ッ テ （約 20臓 ∫） lr二 〇・5ecの

，
・
三毅 1詠 に甜 し 7・瀞 灘 雌 ・舮 L ．乳 テ諦 鞠

カ テ
．
サ 蔵 臣三内 に 注入 し た 似 下 の 瓢 ：

一
ご1・・こ 祉 同

馳 ）方灘 ハ掴 ∂。 蒲 夜の 注測 3 輔 ［嚏 匚哘 つ た

，）・ジ
ー
鰍 態に灘 献 薫と縄 ・入 の 翌 i．i臆 臆 佛 6

の ．

　　　　　第 賑 脚 櫛 温 c酬 ・「
：1
分レ ⊃

景毎喬帚紅鰹壷重互麹 L二ぎン野一
i
−

1
−

112 π　（象纏こ）1−
’Ll・

”
＿ ゴ

・
『 」囲

1

「厂「三麝
．
IL

∫　−L鉗匸 ．−
1
造注 吃

1 ♂
−
II
−

1・・、 け 1・111
− F・− ilg

−
II

　 （
「・
）　実驗成ポ工

夕驚 郵1：1；茜液注 入ll「始後濕潤 し・11窟1占
「
応 こ け 軽皮の 発

或ミを活ξた し た・

　肉限的r弄見

　駐粘膜に は 全体に軽度の 充 i“1あり1んこそll・ヴこ内答鳳自

色粘稠性少畏で 弊壁全体 首：穣 う冫シ  働 ・こ・U丿蕩 畷 赱湯 等

を尋仁る こ とは な かつ た e　　　　　　　　　　　　　　　　
鬥

　病 理 組織学的所見

齦 3 剛 三入鋭 の は 炎雌 ！齢 蝦 で ≧・葉 が・ 6

L｛温 レ 、例で は糠 コ
・解の 鱒 灘 轍 dl・灘 ：静

1融 轄 しか っ 拙 併し組繍 ・彊 ）齢 侵入1規 揖 しな

か つ た 。

　 £ ． カ ン ジ ダ 涯の 殉藍 に閾係あと・と志ミ・）江 ろ
’

条哲
』
の 下

での 菌注入

　　　i籌辱1実 賦 … 　　処 　　
L
　

I

　　　［零Ill先
II
乱三1÷ζII旨ll一つ量一

　　　i ］5s
一一

匝巧
一一

jL
一

ス 1　t 「擁8iirこi＿堂：百［
1

　　　ほ←
I

F翻零鷲…莞
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　　　
　　　

　　
　vr

　

割躑影1指∫鶲
　　　　1

−
1T　l ゴll

− ．
匚 熏贏

．
　

−
i 「

・厂
一

一

一II

匸魁1・1

　　　　
…

轟
一II．

9百
一
匸き轟∫L

 
至ア

・
一．一匸駈ドー

目 1塞 ユ
、F｝重需12卷 5 弓

’

　 （1）　突、駭力法

収 蹶 嫁 飛 佼1｛ル ，献 c・甑 （森 「囃 ） Cl）・

SabQtlraud 平板上に3了℃ 7M」問碚養 した もの を 用 い 」

［1“iVl入 繃 こ洞 じ方法で 彳ぞつ た （蹴 表）・

　 （幻　エ ス トロ ゲ ン

安息融 二 対 ヲ ヂ ・ε
一一

・レを 矧 o・鵬 7tw　8 レ耽

射 し ，
3 回 瀬 櫃 三訓 町温 書辷 ［聯 し 野 e隙 こ 及 ん

だ 。

　 （b） コ
ー

チ ゾ ン

　プ レ 世 ソ 。 ン
・

ア セ テ 吋 ・1舗 ・翻 敵 び r駐 フ匠

撒 1にBOii’；｝　｝v 　s プ レ 1・ ＝ ソ ・・ン 源 3［・1・離 入は 61．・

泣続ケレ行 した・

　　（C） レ ン トゲ ン 照射

　　GGOγ を 1 回 縣 射 し丑至ロ よ り薩を 7 日間注入 した．

　糊 樹 卜・管露 圧 ⊥T。K ・
， 鶴 憩 臨 脈 「 C 「・

　O。3nu， 巌1∫焦 点踊距暫80Ci恥 海分空気中 8・7γ

　　（d）　震領域抗 生 物
．
｝：（

　纖 用 搾 ラ ム フ ．・　・＝ コ ール （以 下 O雌 と略す）5e

軈 ， il（！fllテ け 堀 列 ン （ア ク 鯉 梓 ン ・ 以 下

　AcM と略す） 5伽 9筋注 及 び 菌注 入 を 5〜 7回行つ た・

　　（？）　実灘成績

　 齢 部 鵬 御
〜 3 顧 よ リタト藤 翫 灘 醗 艶

嬾 と、影 讙 内 よ   鵬 ：・蝋 の こ 挽 泌 力職 こ

鵬 脇 臨
一
音1畔 l」では鯲 瀧 琳 重 も渺 ミノ て：

実髄 岡 蹴 し齢 眺 茄 が 广 般軈 躇 変泌

Sb　C’／）多 斬 定 の 1駐 燃 了後 ， 勧 翌 囁 殺した 談 だ

レ ハ ゲ ン 照舳 鱒 讌 概
〜細 働 り

一
般状齢

悪化し鵜 陳 も靴 し ， 黴 ・ガ・様 と な り睡 はミ妙 し

一 一
一

鷲鸞擁雛等
　　　　　　　　　　謝鸞難｛認南
　　　　　　　　　　　　　一II

、

1二疑 i雄範 艤「：1ヨ
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長 峰 論 文 附 図 〔1〕

　 　 　 　 　 写 　 真 　 5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t 　 　　 　
’

　　　　　　　　　
”

蛎
tti
　l濃灣　 　 　 　 　 　 　 竇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a

鑾鑢
　 s，fπ織 内 1n・ 封瓦 （ r ）　（ク フ ・ Ct色 ， 8 × 2⊃）

　
卜圭噸 岐 kM・11・ 皺 の 彡・1吸 ・ 轍 ，埆

　 離 岨 t 齢 蔽 の Y．・E，，巴1一繭 煽 ，
　

±E胸 浸 1鳳 ま慌 こ ん ど な し

7

蠡
灘

戀
禦

鑾

聖

1

濫

写 　 寅 　 b

マ

…

叮

　

　

．

…

タ
ー
ー

　

　

憶

萋

」

ず1繊 ノ畑 仏 （り （PA 〜馳 ，8 × 20）
蔭 捌 ・圦 層 ・侵 入 し TL 多 数 丿 係爵了謄

評
聾厚
階

写 　 JL 　 8

磁 ｝人嚇 （4 ） （PA 〜f
。
’e 〔t ， 8 × 〜の

顧 （7 ） ・ 一 ・「‘簡 P 嚇 ミ侮 鳩
v ’） 角 化 層 の グ v7 一

ケ ノ の め ，Lzs ］へ の

口 n11 」は 谷 易 て 　し

児 　 　宀 　 　10

ク ラ ム 駢 願 粒 （2 ） （ク ラ ム 染 色 8 ×
70）
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長 峰 論 文 附 図 〔1互〕

甼 　 真 　 12

ザr
し
セ
1

写 　 真 　 11

1
呷

華

醜
ご讃

　礁 茜 （Dql 嘸 色 ・8X 　 35 ）
fZ　t’

　城 皮 肥 甼 砕 愉 L及 cx　ktiT川 c　s ）　“v　n ・1　「｛1

　藍 拡 弥 昶 か 見
rp

・b・る 〔躍 ）

隣

｝
L

組 織 反 1r （2 ）　（HF 染色 ・　8 × ⊥o）　1ia｝鮎膜

下 勘 担 緲 ・浸 臥 ひ 韻 身・・翫 血 細 暇

潤 〔謙 敗一げ 鍋 及 ひ イ 腫 を 傷

写 　 真 　 14

写 　 真 　 1S

鰍 矧 慶
1

騰
’
雛 1読 ∵

巴

（外 甑 ）

ゲ 　 戸 　 IJ

　 鼻　　　di

実 験 L
’

、H．・カ 〃 ・ ・T （1 ） （P ’b 染 色 ， 8 ×

2。）A 。M 蕗 の 一匡 諏 亀 ノ・ 誌 例 （黝

嗣 14）て 齢 眩一1 又 勾に t・1包・躍 め b ｝  る

v
、
・伽 鼠 4 ） （Ill 女 在 ・8X ⊥0） 勝 融

二 曳 人 層の
亠  挿

写 　 真 　 1E〕

　 　
・　 殴 ご　 　

｝ ご
距

丿k甑 白nzカ ノ ／ タ tr （2 ）　（P ・x　s 染 色 ・　
8
　
x

20） 写 真 （ユ5） ‘ 同
一
例 て ，極 恨 IM   一見 ワ

れ 弋 芽 胞 の 塊 り・
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昭 和 35年 4 月 1 日
長　峰

た・　 N 　 AcM 投無 では 5 日 目 劫 慧 こガ・鞭 とな 琳

重も激減 した。

　膣難肉瞋的所見

大紛 の もの では膣粘膜 の 発赤以タト，瑠 瓣 認め られ

ず，拝寺に灰自色少彑 の 分 泌 物 に 覆われ る以 外 に 潰瘍 ・
膿

瘍 隔僞膜 の 形成等 』 な か つ た が，AcM 投；其群 の ユ．例で

は腟円 蓋部及び腟壁 に黄白色粘凋 Lk の 菌苔附着 を 認め

た （写真 4 ）．　こ の 菌 苔は 腟 壁 よ りの 剥離は容易であつ

た。

写　　 真　　 a

　　　　　　 家 兎 腟 璽 の 菌苔 （AcM 投 与 ）

　 病理組織学的所見

　
AcM 投 輿 群 の 菌苔を認 め た症例では ， 菌苔 に相当 し

て 粘臓 敵 多数 の儲 級 び芽胞給 む分勘 の 附着
赴 認 め ， 更 に芽胞が粘膜 上 皮内に侵入 し，上 皮 内 に 鼓在
ず るの を認 め た ．芽胞 は 口も 謂 羊を な し ， 分芽中の もの も

認め られた が伽菌糸を形成 したもの は見 られ な か つ た．
粘莫下翻織の 細胞浸潤 ・浮腫 ・

」血管鑛張充血 も 箸明であ
つ た・AcM 搬 鮮 の 他 の 瑚 で紗 数であ るが 馳 が
土皮内 に見られ た （写 真15，16）．

伽 こ 02 例蠍 訛 の 例で は無処證鐵 兎鋤 合 と
阿様炎症 症駿は認め た が ， 菌の 侵入像は見られ な カ・っ

i’一・た だ 細胞浸潤は高度の もの 多 く， 渦 ゐ 時 に出血 を

鰌 勧 硫 つ た 渓 購 巾で死 亡 した驟 は躑 臓
西 に菌体 畳含 む 分泌物 の 見られ た もの もあつ た が ， 菌の

侵入 像は な か つ た ．

　 （附）動物実験 に 使羂 した菌株 に就 て

　大部分 の 動物実驗に使用 した 菌杵 （森 田株）は ， 外陰
部贖 範齢 発赤 ・濕瀧 認 め．表 面 1（ 多数 の蠣 蹣 の

見られ た外陰 カ ン ジ ダ症 の 外陰部 よ り分離 し た 株で，
c ・alb ・と1碇 し舳 の であつ た。病騎 織学的には ，

皮下組織の 細胞浸潤は強度で ， 表皮表面 1・　 1，ま多核白血球
よ り成 る痂皮 の 附着を認め た が ，菌の 組織内侵入 は認め

657− 49

　 られ な か つ た ・こ の 衢 株の 事 性は第 8表 に 示 列 薯d＿，体

　重 1°〜ユ19 の d・d孫 マ 似 を／：・k・て の 腹腔膿 種 よ

　
つ て ・

20mg接種では 3 日 以 内1・・：，10級 び 5 ・g嫌 窺 こ

　 8 日以内に弊死せ しめ る もの であ っ た ．

　　　　第 8 表 c ・・ 三b・（細 掬 マ ウ ス 腹腔 剛 魏

饗覇
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　。　 L

’
i　 。 生rr・

　　第4 節　考　按

　　前 二龝 於て 鱚 ・B駅 葭 直趨 織内 へ の 菌飢 を 融

　た が，こ れ と同様 の もの を実驗的 に作る こ とを試みた。

　　幾 的臨 カ ン ジ 斯 に つ い 寮 訊 駟 （19S8）…

．黒
田 （1955）：［／）

・
M ・ sshoff （・957）・

對 の 鮎 が 励 ，重松

　（ユ9・　S・9）
58

  久保 田 （1959）
2a ）

は 丈驗的外陰 ・肥 カ ン ジ ダ

症 蝦 告 して い る が ・ 多 く跛 i勾叉破 下随 及び舌L｛・1
　

・擦過傷 へ の接種で あ る。

　私もまず腟珊膜 内接扛を行 い 賑瘍形成を み ， 膿瘍中に

は菌体を認めた が ， 周剛紅織 へ の 菌侵入像ば見 られ な か

つ た．こ れ は久保田 の 成績と 同様であっ た が， 匚松 は接
種部に 潰瘍を形成し，訳皮及 び 茂下組襁 に 多数 の 菌体を
認 め て い る．

　次に掻傷 へ の 菌塗抹 に よ つ て は鵜 乏形成を凝 が，病

麗 織学的に 蠣 課 鯉 硯 られたもの と眼 つ た 病変で

あつ た。

　更 に多量の 菌液 の 連 日洪入を行 っ て みた が ， こ れに よ

つ て 騰 占膜 の 炎症蠅 こは見られ2セが ， 萬鯛 織内侵フ．1．S一

認め られ な か つ た．

　そ こ でカ ン ジ ダ鵬 発症 に関係励 と考 え られる謙
件の 下賄 の 大 甑 賄 つ た．長膨 f馭 び贓 購
熊 カ ン ジ グ の 多い

42 ’d と約 エ ス 1・・げ ン を ，
S。1ig．

man （1953）57
似 来 c・alb ・の 鰈 蠣 し 死 亡 勒 上昇

す る こ との 知 られ て い 准 一チ ゾ ン ジ
ー
翫 ．1献 〔調 し

搬 麟 鰯 す 疑 さ it’）， 顯 的カ ン ジ ダ 磁 爛 レ （

は秋欝 （エ95γ地 木林 （195T）24
撫 賦 み て い る レ

ン げ ン 線照射汲 び 近瓢 繝 題と され て 幡 抗働
質投卿 の

一．
陳 齪 入実蹴 行 つ た．こ れ ら囃 の 鮒

に も拘 らず ． 組織内へ の 菌侵入を認め な い もの も多 か つ

た が ・
A副 設照 の 鄭 に腟蛾 毒1都 惜 を認め s 病

理 組織学的に は多数の 菌体の粘膜 上 皮内侵入を認め ， 臨

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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・匹

．
真鹹 ，主 と し て カ ソ ジ ダ 症 の 1び 温 学 皇… fyt

冢的に 見られ 冫こ とレ§ぼ 同
一

の 病変を起 し得 た と考え る。

　　　　　　　第 4 章 結 　 論

　外陰 。 腟真广τ宝 104例につ い て病哩組読学的臓索 証 行

い ，次 の 成績を 得 た・

　 （1）　捺索対照 の 臨床像
’・」：從 来 の 報告に ほ ぼ

一
致 し，

日常遭遇す る外陰 ・腟兵菌症と瀬著 ｛ 差嗅はな かつ た p

　 （2）　起因菌 と し て 渥 内 よ り分 離 した象歯は C・alb・

）」 最 も多 く84例 （92・3％）を占め た が，Torulopsis 　gla
−

08ata 「fJ　IO例 （11．0％） に 百忍．め た 。

　 （3） 紳橄内 に P）1waに多数 断 1体 を見出し得 た の は 10

樋で Fk出頻鳳 こ 9。脇 であつ 冫セ・こ の 悪 こ 砂 数加 体

を 7 例 （6。T％） に阿 め た・

　   郡 誰 化厂 に 嚇 存在 し詞 冨瀦 鞄 醐
一
ドに侵

入す る こ とi認 ）つ た。こ れら組r2k内齢 の 形1詳 つ い

て詳述 し た。

　 （5） 組．駒 こ酪 観 出す場合の こ圏百は 大部分が

C ．alb ．であつ た L・  T ．　glabrata に よ る IHt，炎に 於ても

ル 数であ るが組鳩内菌侵入を認め 〆こ・

　　（6） 腟皇 こ は グ リコ
ーゲ ン が多＿kに 存  し ， rl俸 と

a 識別に 囲戸 を 感 じ る もの 杢 あ るの で，外陰
・肱 只 囚 雇

頒 体染乞法と して 1，tl．？ AS 染色の みこ叙 ・
グ ヲム 染

色 も行 うべ き と考え る。

　　（τ）　『 腔で は菌 佐 とは別をこi．9例 （20・9％）に グ ラ ム

易陸し 染 る顯れ 主 。忍め た が， IO 形態 ・染色性及び存在

引 位よ りぴ体 と関係 、 る も の と考 え た ．

　　（8） 緲 販 應とし て は表劇 巴厚 ・不全角化 　゚F［」形細

胞を主 とす る紅胞浸潤 ・
血管振猥充血

。浮腫一、ア と諏め 冫こ

が ， 勲 ，祚 特異的 舗 α ’まな く，ト リコ モ ナ ス 膨 能

r荻別出来 1
一
か つ た。

　　（9）　汗組イ、例に見 られ た 国体侵 入像 む 大弦的 に作 るべ

　く種女 の 方法 を 1為 じた が ， 抗 生 物工謬 と興 の 上 1・一，th．

内に

C ．alb ．の 菌縦 竺注入 した家兎の
一

部 に L、転 例 と 囂 ぽ同

様 の 糺1織像 ℃ 作 り得た・

　　，．、ど 終 る 賑   、u ．
fi　，　9”　慰 切 な 御 二・ 導 蘭 並 びミ副 ∫

　／
L 喝を 黝 つ た 忍 「｝．［言水 丿

．
f童 光 教 疑 に 衷 t♪よ り，鴇 誕す る ．又

　弟 ヲ 祖 織
．
学 的 所 見 に つ い て 1

．
L々 御 L・fA ・Xkい た 本 丁声貝 学

　、凡 i 瓢 者 孜祐 ∫ 饗 ：こ 謝 翌L　炎す る 。

　　な Uコ， 本1レII究 の
一1、 〕は ，文 部 省 羊∴ 仙 ノL ノれ一よ つ た こ

　 と を 附記す る 。
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